
個別項目の宣言例をまとめました。参考としてください。

a. 企業間の連携 (オープンイノベーション、M&A等の事業承継支援等) 

・異業種との協業を通じて、新製品やサービスの共同開発を推進します。

・M&Aや事業承継を積極的に支援し、地域の企業存続と発展に貢献します。

・大学や研究機関と連携し、オープンイノベーションを実現します。

・グループ企業間での技術・ノウハウの共有を進め、生産性を向上させます。

・中小企業同士のネットワークを活かした共同受注・共同販売を拡大します。

・海外企業との連携を強化し、グローバル展開を推進します。

b. IT実装支援(共通EDIの構築、データの相互利用、IT人材の育成支援、

サイバーセキュリティ対策の助言・支援等) 

・共通EDIの導入により、受発注業務の効率化を進めます。

・サプライチェーン内でのデータ相互利用を推進し、全体最適を図ります。

・IT人材の育成プログラムを提供し、デジタル人材不足を補います。

・企業のサイバーセキュリティ強化の支援を実施します。

・AI・IoTの導入支援を行い、業務改善や新規事業創出を後押しします。

・クラウドサービス活用を支援し、業務の柔軟性を高めます。

c. 専門人材マッチング

・技術者や専門人材を必要とする企業と人材の橋渡しを行います。

・退職技術者やシニア人材の活躍の場を創出します。

・地域の産業ニーズに合わせた専門人材紹介制度を構築します。

・若手専門人材が地域でキャリア形成できる仕組みを提供します。

・海外の専門人材とのマッチング支援を進め、国際競争力を高めます。

・インターンシップ制度を活用し、若手人材の就業機会を増やします。

その他（任意記載）の宣言例をまとめました。参考としてください。

・業界団体が策定したガイドラインを遵守し、取引適正化を進めます。

・発注内容や取引条件を書面等で明確化し透明性の高い取引に取り組みます。

・取引先と定期的な意見交換・協議の場を設け、相互理解を深めます。

d. グリーン化の取組(脱・低炭素化技術の共同開発、省エネ診断に係る

助言・支援、生産工程等の脱・低炭素化、グリーン調達等)

・脱炭素化に向けた新技術を企業間で共同開発します。

・省エネ診断を実施し、改善策の実行を支援します。

・生産工程の見直しによるCO₂排出削減を進めます。

・環境に配慮した原材料・部品のグリーン調達を推進します。

・再生可能エネルギーの導入を積極的に支援します。

・廃棄物削減・リサイクルの推進に取り組みます。

e.健康経営に関する取組（健康経営に係るノウハウの提供等）

・健康診断やメンタルヘルス支援の仕組みを導入します。

・職場における運動習慣づくりを推進します。

・長時間労働の是正や柔軟な働き方を実現します。

・健康経営に関するノウハウを取引先企業へ提供します。

・健康経営優良法人の認定取得を目指し、業界全体へ普及を広げます。

・社員食堂や福利厚生を通じて健康的な食生活を支援します。

ｆ.BCP/事業継続（取引先の災害時等の事業継続計画策定の助言等）

・災害時を想定したBCP策定を取引先と共同で支援します。

・取引先の事業継続計画策定に関する助言を実施します。

・災害・非常時に備えた事業継続体制づくりを支援します。

・緊急時の事業継続に向けた体制整備を支援します。

・取引先のBCP見直し・改善に関する助言を実施します。

・災害発生時の早期事業再開に向けた支援を実施します。

・サプライチェーン横断的なルール整備に積極的に協力します。

・取引先の事業特性に配慮し、無理のない納期設定に努めます。

・業界団体と協力し、CSR（企業の社会的責任）を普及させます。


